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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月4日(2019.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療するための組成物であって、前記組成物が、抗Ｆｌ
ｔ－１抗体またはその抗原結合断片を含み、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、
配列番号１９～配列番号２１のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義される可変軽（ＶＬ）鎖ＣＤＲ１、
配列番号２２～配列番号２４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＬ　ＣＤＲ２、
配列番号２５～配列番号３４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＬ　ＣＤＲ３、
配列番号１～配列番号４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配
列によって定義される可変重（ＶＨ）鎖ＣＤＲ１、
配列番号５～配列番号１４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸
配列によって定義されるＶＨ　ＣＤＲ２、
配列番号１５～配列番号１８のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＨ　ＣＤＲ３からなる群から選択される、１つ以上の相補的
決定領域（ＣＤＲ）を含み、
　前記組成物が、治療を必要とする個人に投与されることを特徴とする、前記組成物。
【請求項２】
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号２５～配列番号３４のいずれか一つに少なくとも８
０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ３、及び配
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列番号１５～配列番号１８のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミ
ノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ３を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号１９～配列番号２１のいずれか一つに少なくとも８
０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、配列番
号２２～配列番号２４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸
配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ２、及び配列番号２５～配列番号３４のいずれ
か一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記Ｖ
Ｌ　ＣＤＲ３を含む、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号１～配列番号４のいずれか一つに少なくとも８０％
の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、配列番号５
～配列番号１４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列に
よって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ２、及び配列番号１５～配列番号１８のいずれか一つ
に少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　Ｃ
ＤＲ３を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号１９、配列番号２
２及び配列番号２５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤ
Ｒ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項６】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２０、配列番号２
３及び配列番号２５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤ
Ｒ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項７】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２１及び配列番号
２４のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１ならびにＶＬ　ＣＤＲ２、な
らびに配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、配列番号３０、配列
番号３１、配列番号３２、配列番号３３または配列番号３４のアミノ酸配列によって定義
される前記ＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項８】
　前記ＶＬ鎖が、それぞれ配列番号２１、配列番号２４及び配列番号３２のアミノ酸配列
によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む
、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号１、配列番号５及
び配列番号１５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１０】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２、配列番号６及
び配列番号１６のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１１】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２、配列番号１０
及び配列番号１８のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ
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２ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１２】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２及び配列番号１
７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１ならびに前記ＶＨ　ＣＤＲ３、
ならびに配列番号７、配列番号８、配列番号１３または配列番号１４のアミノ酸配列によ
って定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ２を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号３及び配列番号１
７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１ならびに前記ＶＨ　ＣＤＲ３、
ならびに配列番号９、配列番号１１または配列番号１２のアミノ酸配列によって定義され
る前記ＶＨ　ＣＤＲ２を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項１４】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号４、配列番号９及
び配列番号１７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１５】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号３、配列番号１２
及び配列番号１７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ
２ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１６】
　気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療するための組成物であって、前記組成物が、抗Ｆｌ
ｔ－１抗体またはその抗原結合断片を含み、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、（ｉ）配列番号４９～配列番号６１の
いずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、軽鎖可変（ＶＬ
）領域、及び／または（ｉｉ）配列番号３５～配列番号４８のいずれか一つに少なくとも
８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、重鎖可変（ＶＨ）領域、を含み、
　前記組成物が、治療を必要とする個人に投与されることを特徴とする、前記組成物。
【請求項１７】
　前記ＶＬ領域が配列番号６０のアミノ酸配列を含み、及び前記ＶＨ領域が配列番号４５
のアミノ酸配列を含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、配列番号８７～配列番号８９のいず
れか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、重鎖定常領域を更に
含む、請求項１～１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療するための組成物であって、前記組成物が、抗Ｆｌ
ｔ－１抗体またはその抗原結合断片を含み、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、（ｉ）配列番号７５～配列番号８６の
いずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖、及び／また
は（ｉｉ）配列番号６２～配列番号７４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有
するアミノ酸配列を含む重鎖、を含み、
　前記組成物が、治療を必要とする個人に投与されることを特徴とする、前記組成物。
【請求項２０】
　前記軽鎖が配列番号７６のアミノ酸配列を含み、及び前記重鎖が配列番号７１のアミノ
酸配列を含む、請求項１９に記載の組成物。
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【請求項２１】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、ＩｇＧ、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆ（ａｂ
）２、Ｆａｂ’、Ｆａｂ、ｓｃＦｖ、二重特異性抗体、三重特異性抗体及び四重特異性抗
体からなる群から選択される、請求項１～２０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＩｇＧである、請求項２１に記載の組
成物。
【請求項２３】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＩｇＧ１である、請求項２２に記載の
組成物。
【請求項２４】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がモノクローナル抗体である、請求項１
～２３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がヒト化モノクローナル抗体である、請
求項１～２４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記ヒト化モノクローナル抗体がヒトＦｃ領域を含有する、請求項２５に記載の組成物
。
【請求項２７】
　前記抗体のｉｎ　ｖｉｖｏ半減期が長くなるように、前記Ｆｃ領域とＦｃＲｎ受容体の
間の結合親和性を強化する１つ以上の突然変異を、前記Ｆｃ領域が含む、請求項２６に記
載の組成物。
【請求項２８】
　前記Ｆｃ領域が、ヒトＩｇＧ１のＬｅｕ２３４、Ｌｅｕ２３５及び／またはＧｌｙ２３
７に対応する位置において、１つ以上の突然変異を含む、請求項２６～２７のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＶＥＧＦＲ２及び／またはＶＥＧＦＲ
３と結合しない、請求項１～２８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がマウスまたはサルＦｌｔ－１と結合し
ない、請求項１～２９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３１】
　気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療するための組成物であって、前記組成物が、抗Ｆｌ
ｔ－１抗体またはその抗原結合断片を含み、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、配列番号９０の位置１３９～１４８、
位置１３９～１５３、位置１７８～２０６、位置１９９～２０４及び位置１２８～１３８
に対応するアミノ酸配列を含む、ペプチドもしくはその断片を認識し、
　前記組成物が、治療を必要とする個人に投与されることを特徴とする、前記組成物。
【請求項３２】
　前記ペプチドが、配列番号９０の位置１３０～１３８、位置１４１～１４８、位置１４
１～１５３及び位置１９３～２０６に対応する前記アミノ酸配列からなる、請求項３１に
記載の組成物。
【請求項３３】
　前記個体がＢＰＤを患うまたはそれを患いやすい乳児である、請求項１～３２のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記個体がＢＰＤを患うまたはそれを患いやすい胎児を妊娠している、請求項１～３２
のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項３５】
　前記組成物が非経口的に投与されることを特徴とする、請求項１～３４のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記非経口投与が、静脈内、皮内、髄腔内、吸入、経皮（局所）、眼球内、筋肉内、皮
下、肺送達、及び／または経粘膜投与から選択される、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記非経口投与が静脈内投与である、請求項３６に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記組成物が経口投与されることを特徴とする、請求項１～３４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項３９】
　前記組成物が、隔月、毎月、３週間毎、隔週、毎週、毎日、または不定間隔で投与され
ることを特徴とする、請求項１～３８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４０】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、肺または心臓から選択される１つ以
上の標的組織に送達される、請求項１～３９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４１】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が肺に送達される、請求項１～４０のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項４２】
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が心臓に送達される、請求項１～４１の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項４３】
　前記組成物の前記投与が、健康な肺組織の増殖、肺炎症の減少、肺胞形成の増加、血管
新生の増加、肺血管床構造の改善、肺の瘢痕化の減少、肺の成長の改善、呼吸不全の減少
、運動耐性の改善、有害な神経学的転帰の減少、及び／または対照と比較した肺機能の改
善をもたらす、請求項１～４２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４４】
　前記組成物が、サーファクタント、酸素療法、人工呼吸療法、ステロイド、ビタミンＡ
、一酸化窒素吸入、高カロリー栄養剤、利尿薬及び／または気管支拡張薬から選択される
、少なくとも１つの追加の薬剤または治療と併用投与されることを特徴とする、請求項１
～４３のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明の他の特徴、目的及び利点は、以下の詳細な記述で明らかにする。しかし詳細な
記述は、本発明の実施形態を示すが、単に例示的なものとして提供されており、限定する
ものではないことを理解されたい。本発明の範囲内での様々な変更または修正は、詳細な
記述から、当業者に明白であろう。
　特定の実施形態において、例えば、以下が提供される：
（項目１）
　治療を必要とする個人に、有効量の抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片を投与す
ることを含む、気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療する方法であって、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、
配列番号１９～配列番号２１のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義される可変軽（ＶＬ）鎖ＣＤＲ１、
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配列番号２２～配列番号２４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＬ　ＣＤＲ２、
配列番号２５～配列番号３４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＬ　ＣＤＲ３、
配列番号１～配列番号４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配
列によって定義される可変重（ＶＨ）鎖ＣＤＲ１、
配列番号５～配列番号１４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸
配列によって定義されるＶＨ　ＣＤＲ２、
配列番号１５～配列番号１８のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ
酸配列によって定義されるＶＨ　ＣＤＲ３からなる群から選択される、１つ以上の相補的
決定領域（ＣＤＲ）を含む、前記方法。
（項目２）
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号２５～配列番号３４のいずれか一つに少なくとも８
０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ３、及び配
列番号１５～配列番号１８のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミ
ノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ３を含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号１９～配列番号２１のいずれか一つに少なくとも８
０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、配列番
号２２～配列番号２４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸
配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ２、及び配列番号２５～配列番号３４のいずれ
か一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記Ｖ
Ｌ　ＣＤＲ３を含む、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　前記１つ以上のＣＤＲが、配列番号１～配列番号４のいずれか一つに少なくとも８０％
の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、配列番号５
～配列番号１４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列に
よって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ２、及び配列番号１５～配列番号１８のいずれか一つ
に少なくとも８０％の同一性を有する前記アミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　Ｃ
ＤＲ３を含む、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目５）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号１９、配列番号２
２及び配列番号２５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤ
Ｒ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、先行項目のいずれか一項に記載の方
法。
（項目６）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２０、配列番号２
３及び配列番号２５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤ
Ｒ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、項目１～４のいずれか一項に記載の
方法。
（項目７）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２１及び配列番号
２４のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１ならびにＶＬ　ＣＤＲ２、な
らびに配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、配列番号３０、配列
番号３１、配列番号３２、配列番号３３または配列番号３４のアミノ酸配列によって定義
される前記ＶＬ　ＣＤＲ３を含む、ＶＬ鎖を含む、項目１～４のいずれか一項に記載の方
法。
（項目８）
　前記ＶＬ鎖が、それぞれ配列番号２１、配列番号２４及び配列番号３２のアミノ酸配列
によって定義される前記ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２ならびにＶＬ　ＣＤＲ３を含む
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、項目７に記載の方法。
（項目９）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号１、配列番号５及
び配列番号１５のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目１０）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２、配列番号６及
び配列番号１６のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１１）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２、配列番号１０
及び配列番号１８のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ
２ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に記載の方
法。
（項目１２）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号２及び配列番号１
７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１ならびに前記ＶＨ　ＣＤＲ３、
ならびに配列番号７、配列番号８、配列番号１３または配列番号１４のアミノ酸配列によ
って定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ２を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に
記載の方法。
（項目１３）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号３及び配列番号１
７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１ならびに前記ＶＨ　ＣＤＲ３、
ならびに配列番号９、配列番号１１または配列番号１２のアミノ酸配列によって定義され
る前記ＶＨ　ＣＤＲ２を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号４、配列番号９及
び配列番号１７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１５）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、それぞれ配列番号３、配列番号１２
及び配列番号１７のアミノ酸配列によって定義される前記ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ
２ならびにＶＨ　ＣＤＲ３を含む、ＶＨ鎖を含む、項目１～８のいずれか一項に記載の方
法。
（項目１６）
　治療を必要とする個人に、有効量の抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片を投与す
ることを含む、気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療する方法であって、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、（ｉ）配列番号４９～配列番号６１の
いずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、軽鎖可変（ＶＬ
）領域、及び／または（ｉｉ）配列番号３５～配列番号４８のいずれか一つに少なくとも
８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、重鎖可変（ＶＨ）領域、を含む、前記方法
。
（項目１７）
　前記ＶＬ領域が配列番号６０のアミノ酸配列を含み、及び前記ＶＨ領域が配列番号４５
のアミノ酸配列を含む、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、配列番号８７～配列番号８９のいず
れか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、重鎖定常領域を更に
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含む、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　治療を必要とする個人に、有効量の抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片を投与す
ることを含む、気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療する方法であって、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、（ｉ）配列番号７５～配列番号８６の
いずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖、及び／また
は（ｉｉ）配列番号６２～配列番号７４のいずれか一つに少なくとも８０％の同一性を有
するアミノ酸配列を含む重鎖、を含む、前記方法。
（項目２０）
　前記軽鎖が配列番号７６のアミノ酸配列を含み、及び前記重鎖が配列番号７１のアミノ
酸配列を含む、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、ＩｇＧ、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆ（ａｂ
）２、Ｆａｂ’、Ｆａｂ、ｓｃＦｖ、二重特異性抗体、三重特異性抗体及び四重特異性抗
体からなる群から選択される、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目２２）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＩｇＧである、項目２１に記載の方法
。
（項目２３）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＩｇＧ１である、項目２２に記載の方
法。
（項目２４）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がモノクローナル抗体である、先行項目
のいずれか一項に記載の方法。
（項目２５）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がヒト化モノクローナル抗体である、先
行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目２６）
　前記ヒト化モノクローナル抗体がヒトＦｃ領域を含有する、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　前記抗体のｉｎ　ｖｉｖｏ半減期が長くなるように、前記Ｆｃ領域とＦｃＲｎ受容体の
間の結合親和性を強化する１つ以上の突然変異を、前記Ｆｃ領域が含む、項目２６に記載
の方法。
（項目２８）
　前記Ｆｃ領域が、ヒトＩｇＧ１のＬｅｕ２３４、Ｌｅｕ２３５及び／またはＧｌｙ２３
７に対応する位置において、１つ以上の突然変異を含む、先行項目のいずれか一項に記載
の方法。
（項目２９）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がＶＥＧＦＲ２及び／またはＶＥＧＦＲ
３と結合しない、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目３０）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片がマウスまたはサルＦｌｔ－１と結合し
ない、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目３１）
　治療を必要とする個人に、有効量の抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片を投与す
ることを含む、気管支肺異形成症（ＢＰＤ）を治療する方法であって、
前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、配列番号９０の位置１３９～１４８、
位置１３９～１５３、位置１７８～２０６、位置１９９～２０４及び位置１２８～１３８
に対応するアミノ酸配列を含む、ペプチドもしくはその断片を認識する、前記方法。
（項目３２）
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　前記ペプチドが、配列番号９０の位置１３０～１３８、位置１４１～１４８、位置１４
１～１５３及び位置１９３～２０６に対応する前記アミノ酸配列からなる、項目３１に記
載の方法。
（項目３３）
　前記個体がＢＰＤを患うまたはそれを患いやすい乳児である、先行項目のいずれか一項
に記載の方法。
（項目３４）
　前記個体がＢＰＤを患うまたはそれを患いやすい胎児を妊娠している、項目１～３２の
いずれか一項に記載の方法。
（項目３５）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が非経口的に投与される、先行項目のい
ずれか一項に記載の方法。
（項目３６）
　前記非経口投与が、静脈内、皮内、髄腔内、吸入、経皮（局所）、眼球内、筋肉内、皮
下、肺送達、及び／または経粘膜投与から選択される、項目３５に記載の方法。
（項目３７）
　前記非経口投与が静脈内投与である、項目３７に記載の方法。
（項目３８）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が経口投与される、項目１～３４のいず
れか一項に記載の方法。
（項目３９）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、隔月、毎月、３週間毎、隔週、毎週
、毎日、または不定間隔で投与される、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目４０）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が、肺または心臓から選択される１つ以
上の標的組織に送達される、先行項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目４１）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が肺に送達される、先行項目のいずれか
一項に記載の方法。
（項目４２）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片が心臓に送達される、先行項目のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目４３）
　前記抗Ｆｌｔ－１抗体またはその抗原結合断片の前記投与が、健康な肺組織の増殖、肺
炎症の減少、肺胞形成の増加、血管新生の増加、肺血管床構造の改善、肺の瘢痕化の減少
、肺の成長の改善、呼吸不全の減少、運動耐性の改善、有害な神経学的転帰の減少、及び
／または対照と比較した肺機能の改善をもたらす、先行項目のいずれか一項に記載の方法
。
（項目４４）
　サーファクタント、酸素療法、人工呼吸療法、ステロイド、ビタミンＡ、一酸化窒素吸
入、高カロリー栄養剤、利尿薬及び／または気管支拡張薬から選択される、少なくとも１
つの追加の薬剤または治療を併用投与することを更に含む、先行項目のいずれか一項に記
載の方法。
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